
正面外観。2 階建てでありながら正面軒高を低くし、こどものスケールに近づけると同時に、まちなみへの圧迫感を軽減した

２歳児保育室。もえしろ設計による木肌の美しい杉の無垢柱が屋根を支える。中央奥は受入コーナーと幼児便所で、間にパススルー方式のよごれ物棚を設え、衛生的に管理できるよう計画した。
左奥の押入下には、こどもの高さで通風を行えるよう、オペレーターで制御できる窓を設けた

2 階平面図 架構イメージ図

1 階平面図 （赤い四角はもえしろ柱を示す）

玄関。北向きだが、明るく開放的な場として設えた。床には黒御影の園章が映える

0 ～ 3 歳児までを預かる名古屋市独自の方式の保育所である。和の雰囲気を
取り入れたデザイン、ステージやベンチにもなる階段、受入コーナー方式のスタ
イル、保育士自身がこどもの感覚に近づく必要があるという考えを形にしたかくれ
がコーナー、心が不安定になったこどもたちが落ち着ける小部屋、プラスチック
ではない本物の石や木といった材料を使うこと等、これまで学園が培ってきた「学
校法人が考える保育所」を継承し具現化した。もえしろ設計を用いた構造を採
用し、木造 2 階建て準耐火建築物の園舎としたのも、耐火建築物で陥りがち
な「施設」的な場ではなく、「おうち」に近い「暮らしの場」を提供するという
学園が実践してきたスタイルのひとつだ。存在感のある美しい木肌の独立柱は、
21cm 角の杉の無垢材である。手洗いは既製品を用いず、低年齢児の体型に
合わせた寸法でステンレスで製作したり、VOC やウイルスを分解する性質としっ
とりとした質感を併せ持つ漆喰壁紙の使用、こどもの生活領域である床面付近
の通風を行う地窓を設けること、上階の音を遮る遮音床工法の採用など、上質
な暮らしを実現するための工夫で満たされた園舎である。新設園ながら開園後
間もなく満員となり、今日もこどもたちの明るい笑顔があふれている。（大塚謙太郎）

もえしろ設計を用いた木造２階建ての保育園

学校法人森友学園　エンゼルキッズ押切
設計監理：大塚謙太郎一級建築士事務所
　　　　　I・O建築構造研究所

所　在　地　名古屋市西区押切１-9-20
建　築　主　塚本鍞二・学校法人森友学園
用　　　途　保育所
定　　　員　40 人
設 計 担 当　大塚謙太郎・関口卓也・稲田竜也
施　　　工　カムロ

構造・規模　木造　地上 2 階
敷 地 面 積　382.28㎡
延 床 面 積　314.67㎡
竣　　　工　2014 年 3 月
撮　　　影　ナックス コーポレーション 池田雅司
　　　　　　大塚謙太郎一級建築士事務所

ステージやベンチとして使える階段。中央を左へ下れば、
階段下の小部屋へと続く

３歳児保育室。左奥は、天井の低い畳敷のかくれがコーナー。
右手の赤い家具は、保育士コーナー

１歳保育室。開口部は、こどもの高さで自然通風が行えるよ
う計画した。壁は、マグネット式掲示板を兼ねる

心を落ち着かせる、階段下の畳敷き小部屋。天井高さは約
1200。照明は、触れても火傷をしない機種を選定している
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